
５．専任看護師活動報告 
1)禁煙･糖尿病患者支援 
①禁煙支援外来導入者報告 
2005年 3月～2006年 2月の禁煙プログラム導入者数：88名(男性 63名、女性 25名)  
禁煙率：36名(40．9％) 

 ②2005年度「糖尿病支援外来」患者数 
新患患者 172名支援継続 178名 
終了患者 151名  
・支援終了 130名・転院 15名 
・死亡 11名・在宅 1名 
診察中断 10名 
内分泌内科外来以外からの依頼科 
・循環器内科 26名 ・総合診療科 25名 
・家庭医診療科 14名・小児科 2名 
・心療内科 3名(心理療法士から内 2名) 
神経内科、腎臓内科、泌尿器科、消化器内科、産婦人科から 1名ずつ 
不成功：27名(30.7％) 不明：25名(28.4％)  
③2005年度「院内･糖尿病療養支援」患者数 
・インスリン注射および自己血糖測定指導者数： 47名(家族を含む：13名)  
・自己血糖測定指導のみ：10名 
・インスリン注射手技確認：5名 
・その他：2名(合併症と血糖コントロール、内服薬、低血糖の対処法)  

 支援内容 A2 A3 A5 A6 B3 B4 

インスリン/自己血糖測定 １ ４ ３ ３ ７ １ 

自己血糖測定のみ   １ １ ２ １ 

インスリン手技確認  １ １    

その他     １  

 

支援内容 B5 B6 B7 B8 透析 ﾘﾊ病院

インスリン/自己血糖測定 ８ ６ ４ ９  １ 

自己血糖測定のみ ２   ３   

インスリン手技確認 １ １ １    

受診者の内訳
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その他     １  

 
2)創傷･オストミー･失禁ケア認定看護師 (WOCN、ET) 活動実績  
①院内教育活動 
 7月～3月 月 1回 WOCケア学習会実施 
 9月 新人看護師必須研修「褥瘡ケア」  
10月 研修医対象「褥瘡」「ストーマ」勉強会 
看護部選択研修「看護研究について」  
看護学校授業 
12月 看護学校授業 
1月～3月 外科系病棟 Ns自由参加 
ストーマケア勉強会  
②院外教育活動 
 5月･7月千葉県看護協会研修「褥瘡ケア」 
(2日間コース)  
 7月 ストーマリハビリテーション講習会 
上級コース講師 
10月 褥瘡ケアに活かす！スキンケアの基礎知識」講演 褥瘡学会関東甲信越地方会千葉県支部主催 
12月 千葉県委託事業社会適応訓練講習会 
「ストーマケア」講師 
 1月 2005年度厚生労働科学研究費補助金(特別研究事業)「褥瘡ハイリスク患者への専門的看護技術
提供に関する実態調査」研究協力員 
(8日説明会、13日～27日調査) 
ホームヘルパー講義 
③雑誌 
消化器外科ナーシング 2006年 11(2)26～28p 
ストーマ装具選択にまつわるなんでも相談室 
「ベルトラインにかかる」 
④ケアの実践 
病院での延べケアコロストミー：227 
ウロストミー：38 褥瘡：325 
クリニック 在宅療養指導料算定数：94 

3)感染管理認定看護師(ICN)活動実績 
ICN委員会の看護師と協力し感染対策に取り組むことと、社会資源として活動することの双方の働

きを行っていった。 
①焦点を絞ったサーベイランスを実施する。  
INC委員を中心に各病棟でのサーベイランスに協力している。 サーベイランス実施は 7病棟であり、
レポートを随時病棟へフィードバックしている。ICN としては消化器外科の SSI をスタートしてい
る。データを今後フィードバックし業務改善につなげていく。 



②感染防止教育の実施 
院内教育としては、看護師を中心とした基礎コースを行っている。修了者も増え少しずつ病棟におけ

る感染管理の中心的役割をおえるようになっている。今後は基礎コースに続き中級コースも展開し、

ベットサイドにおける感染予防を徹底していけるよう進めていく。 
また今年は、地域への教育活動も展開していくことが出来た。 『感染管理ネットワーク』として施
設間の連携を深め、情報交換および感染予防の教育を行っていくことが出来た。 
困ったときのコンサルテーションも来るようになり、継続して活動をすすめていく。 
日本看護協会の感染管理研修生を 1 ヶ月間受け入れて実習対応を行っている。院内各部署の協力を
得ることが出来効果的な実習を行うことが出来た。 
③院内感染マニュアルの改訂、見直しの実施 
結核対策におけるマニュアルを見直した。 全体的な見直しが進んでいないため、今後も継続してい
く。 
④コンサルテーションの実施 
随時アウトブレイクを含め対応を行っている。職員全体の協力も得ることができ円滑に進めていくこ

とが出来た。 関連企業として亀田産業とコンサルテーションを含めた契約を結び連携をとっていく
こととなった。 
＜活動実績＞ 

氏 名 表 題 等 発表誌名・主催等 年月日 開催地等 

古谷直子 新入職員オリエンテーション（全体）  2005.04.01 院内 

古谷直子 
新入職員オリエンテーション（Ｏ

Ｔ・ＳＴetc） 

リハビリテーション事業管理部 2005.04.12 院内 

古谷直子 感染予防（新人フォロー研修・リハ

ビリテーション事業管理部及び看護

部を除く） 

継続学習センター 2005.05.10 院内 

古谷直子 感染予防（新人フォロー研修・看護

師） 

看護部 2005.05.28 

2005.06.04 

院内 

古谷直子 感染管理基礎コース（看護部） 

 

看護部・感染管理室 2005.06～ 

2006.01(1/

月の７回) 

院内 

古谷直子 感染管理（ヘルパー２級） 継続学習センター 2005.07.07 院内 

古谷直子 災害ボランテｨアフォロー研修 

自分自身をまもる感染予防 

継続学習センター 2005.09.10 院内 

古谷直子 感染管理認定看護師養成コース 

実習受け入れ 

看護協会 2005.10.03

～ 

2005.11.04 

院内 

古谷直子 感染管理（ヘルパー 級） 継続学習センター 2006.01.07 院内 

古谷直子 感染予防講習会（リハビリ病院） リハビリ病院 2005.07.06 ﾘﾊ病院 

古谷直子 感染対策について 太陽会法人 2005.07.22 亀田総合病院 

古谷直子 感染管理ネットワーク・・・ 

介護サービス感染予防策 

（鴨川市ふれあいセンター） 

鴨川市ふれあいセンター 2005.08.18 鴨川市ふれあい 

センター 

古谷直子 感染管理ネットワーク・・・ 

感染管理について（リブ丸山） 

リブ丸山 2005.08.22 リブ丸山 

古谷直子 感染管理ネットワーク・・・ 

感染対策の重要性（鴨川ひかり学園）

鴨川ひかり学園 2005.09.16 鴨川ひかり学園 

古谷直子 感染管理ネットワーク・・・ 

感染対策の重要性（勝浦ふさの園）

勝浦ふさの園 2005.12.08 勝浦ふさの園 

古谷直子 安房地区看護研究・・・ 

感染管理（感染対策のいろいろ） 

千葉県看護協会 

安房地区部会 

2005.12.03 館山市 



古谷直子 INFECTION CONTROL 

地域病院への教育支援 

（株）メディカ出版 2005.12 執筆 

古谷直子 感染管理ネットワーク・・・ 

感染対策の重要性（勝浦みずほ学園）

勝浦みずほ学園 2006.01.13 勝浦みずほ学園 

古谷直子 感染管理研修会 社会保険看護研修センター 2006.01.23 船橋市 

古谷直子 千葉県看護職員実務研修会 千葉県健康福祉部 2006.02.06 千葉市 

古谷直子 カテーテル管理と尿路感染 (株)メディカ出版 2006.02.12 京都府 

古谷直子 カテーテル管理と尿路感染 (株)メディカ出版 2006.02.19 東京都 

 


